
 

 

 

 

 

 

2019年度事業報告書 
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健康科学ビジネス推進機構 

 



 

 

2019年度事業報告 

（2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日） 

 

 

Ⅰ．当機構の状況に関する重要な事項 

１．概要 

当機構は、2012 年 10 月の発足以来 7 年にわたり、エビデンス（科学的根拠）に基づく製

品・サービスの普及、ビジネス創出を目指し、産学官医の共同プラットフォームとして、健康科学

分野において先駆的な活動を重ねて参りました。 

2019 年度は、会費負担を無くし、事務局体制の簡素化を図ると共に、関係機関と連携し

相乗効果を発揮できる分野へ活動を絞り込む等、活動を大きく見直しました。 

 国立研究開発法人 理化学研究所 健康生き活き羅針盤リサーチコンプレックス 推進プログ

ラムと共催した「子どもウェルネス創出事業化コンソーシアム」において、7 社・1 機関の参画を得る

等、一部の活動においては活性化を図ることができました。 

なお、会員数（2020 年 3 月 31 日時点）は、一般会員 28 社、特別会員 50 機関の計

78 会員となっております。（会員数変動は、「Ⅲ．その他」をご参照ください。） 

 

２．事業活動 

１）ビジネス創出および推進支援 

 健康科学分野の最新動向や先進事例の情報発信 

第 7 回定時総会記念講演会において、健康科学分野における、最新の研究動向や政府の施

策について、ご講話頂きました。 

① 第７回定時総会・記念講演会 

◇日 時： 2019 年 6 月 13 日（木） 15：00～17：00 

◇場 所：阪急グランドビル 26 階 会議室（大阪市北区角田町 8-47） 

◇参 加：総参加者 42 名 

◇プログラム 

講 演① 「個別健康の最大化」の実現に向けて 

国立研究開発法人理化学研究所健康生き活き羅針盤リサーチコンプレックス 

推進プログラム プログラムディレクター 渡辺 恭良 先生 

講 演② 「健康経営の推進に向けて」 

経済産業省 近畿経済産業局 地域経済部  

バイオ・医療機器技術振興課長    日村 健二 氏 

 

  



 

 

 事業化コンソーシアムの運営 

健康科学ビジネス創出を目的として、2013 年度から「子どもウェルネス創出事業化コンソーシア

ム」を運営しております。活動開始から 6 年目を迎えるにあたり、取り組みの発信と活動の活性化

を図るべく、シンポジウムを開催致しました。また情報提供を目的にしたセミナーも開催致しました。

① 子どもウェルネス創出事業化コンソーシアム シンポジウム 

「健康科学から考える 未来社会を託す次世代に、今、必要なこと」 

◇日 時： 2019 年 10 月 17 日（木） 14：00～17：45 

◇場 所：アプローズタワー13 階会議室（大阪市北区茶屋町 19-19） 

◇参 加：総申込者 92 名・総参加者 76 名 

◇プログラム 

基調講演 「未来をつくる子どもたちの健やかな発達に向けて」 

佛教大学教育学部教授、兵庫教育大学名誉教授 松村 京子 先生 

講 演① 「未来へ向かうキッズデザインの取り組み」 

(株)ユニバーサルデザイン総合研究所 代表取締役社長 

(特非)キッズデザイン協議会 理事      高橋 義則 氏 

講 演② 「2025 年大阪・関西万博の概要と、子どもたちと共創する 

“いのち輝く未来社会のデザイン”」 

(一社)2025 年日本国際博覧会協会戦略事業部審議役 西﨑 一正 氏 

講 演③ 「子どもウェルネス脳科学研究とコンソーシアム活動報告」 

国立研究開発法人理化学研究所 

健康生き活き羅針盤リサーチコンプレックス推進プログラム 

健康計測解析チーム チームリーダー 

大阪市立大学健康科学イノベーションセンターセンター副所長 

子どもウェルネス創出事業化コンソーシアム座長   水野  敬 先生 

パネル・ 

ディスカ 

ッション 

「未来社会を託す次世代に、今、必要なこと」 

コーディネーター:水野 敬 

パネリスト：松村 京子 氏、高橋 義則 氏、 

   積水ハウス(株)住生活研究所所長  河崎 由美子 氏 

   西川(株)品質管理部研究開発室部長 藤田  貢 氏 

展示企業 

・機関 

江崎グリコ(株)、(株)学研エデュケーショナル、積水ハウス(株)、 

(株)ダスキン、西川(株)、(株)ファミリア、 

ヨドネル（子どもの睡眠習慣改善支援事業、大阪市淀川区他）、 

国立研究開発法人理化学研究所 健康“生き活き”羅針盤リサーチコンプレックス 

推進プログラム、 



 

 

② 子どもウェルネスセミナー 

日時・場所 内容 

第 1 回 

日時：2019 年 12 月 5 日（木） 

15：00～17：00 

場所：(公財)都市活力研究所 

「驚きと感動の体験が子どもの感性を育てる」 

兵庫県立美術館長、横尾忠則現代美術館長、 

金沢 21 世紀美術館特任館長、 

大阪市立美術館名誉館長     蓑  豊 氏 

第 2 回 

日時：2019 年 12 月 16 日（月） 

15：00～17：00 

場所：(公財)都市活力研究所 

「スマホ世代の子どもとあそび」 

早稲田大学 人間科学学術院 教授／医学博士 

前橋 明 氏 

 

２）人材育成・普及啓発等、その他の支援 

 メールマガジンの配信 

2019 年度は、当機構の会員である全国のヘルスケア協議会の関連情報を、計 17 回に亘り配信

し、機構の活動を全国に情報発信するとともに、全国のヘルスケアの活動を後方支援しました。 

 

 「関西 Society 5.0 ヘルスケア産業推進講演会」の後援 

生活者を中心にヘルスケア全体を考える「日本型セルフケア」を提唱する「日本セルフケア推進協議会」

が主催する講演会の、関西での展開を支援致しました。 

「イノベーションがもたらす Society 5.0 時代への期待と課題」 

◇日 時： 2020 年 3 月 19 日（木） 16：00～18：10 

◇場 所：大阪国際会議場 10F 大阪府大阪市北区中之島 5-3-51） 

◇基調講演 経済産業省 近畿経済産業 局長 米村 猛 氏 

 ※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、延期となりました。 

 

３）エビデンス構築支援 

 エビデンス構築に関するコンサルティング 

エビデンス評価支援の実施に関わる体制として、常設の相談窓口を設置しましたが、エビデンス構

築に関する相談対応・支援の実施はございませんでした。 

（相談対応件数：０件 ※技術相談） 

 エビデンス評価 

エビデンス評価（マークの交付）はございませんでした。 

（エビデンス評価マークの使用：累計 3 件） 

  



 

 

Ⅱ．業務の適正を確保するための役員会の開催について 

１．役員会 

当機構では、役員会を 2019 年度は計 3 回開催しました。 

第 27 回役員会 開催日時：2019 年 5 月 13 日 10:00～11:00 

開催場所：大阪市中央区高麗橋 3-3-11 淀屋橋フレックスタワー5F 

     北浜グローバル経営会議室 

第 28 回役員会 開催日時：2019 年 8 月 19 日付 

書面評決 

第 29 回役員会 開催日時：2020 年 3 月 30 日 16:00～17:00 

開催場所：大阪市中央区高麗橋 3-3-11 淀屋橋フレックスタワー5F 

     北浜グローバル経営会議室 

Ⅲ．その他 

１．執行体制 

執行体制（50 音順・2020 年 3 月末時点）は次のとおりです。  

役員 代表理事 阿部 孝次 （公益社団法人関西経済連合会 常務理事） 

 代表理事 間  健一 （関西バイオメディカルクラスター（ＫＢＭC） 

健康科学推進会議 顧問） 

 監事 鈴木 裕二 （公益財団法人 都市活力研究所 専務理事） 

事務局 局長 野島  学 （公益社団法人関西経済連合会 理事 産業部長） 

 局職員 鋤納  心 （ソフトプラティカ株式会社 代表取締役） 

 局職員 前井 宏之 （北浜国際特許事務所 所長・弁理士） 

   

２．会員数変動 

会員数の変動は下表のとおりです。 

 2019 年 4 月 1 日時点 2020 年４月 1 日時点 増減 

一般会員 

特別会員 

28 社   

50 機関  

28 社  

50 機関  

±0 

±0 

会員数    78 会員  78 会員  ±0 

 


